
平成２５年１０月７日（月） 第１１３９号 

１０月１３日（日）に開通する 
普代道路 の村民見学会が開催されました 

 三陸沿岸道路「普代道路」は、普代
村内約４．２ｋｍの自動車専用道路で
す。 
 
 急カーブや幅員狭小区間の連続する
現道を回避し、所要時間の短縮・走行
安全性の向上、また宮古市～久慈市間
のアクセス性向上による地域間の連携
強化が図れるものと期待されます。 
 
 また、普代中学校付近には「津波避
難階段」が整備されており、いざとい
う時に命を守る「命の道」としての機
能を備えています。 
  
 平成25年10月13日（日）に開通
式が行われ、15時から一般開放され
ます。 
 
  

三陸沿岸道路  「普代道路」 
津波避難階段 

※ 

 ※これまでは「普代バイパス」と呼んでまいりましたが、開通後は「普代道路」に名称が変更になります。 

 昭和63年度の事業化後、長い歳月を経て建設してきた普代道路が、10月13日（日）
に全線開通する運びとなりました。 
 開通に先立ち、ご支援に対する謝意を表し普代村民の皆様を対象に概成した現場の見学
会が、9月25日（水）に開催されました。 
 見学会には約60名が参加、普代道路を歩きながら見学し、緊急避難路の利用方法につ
いての説明に熱心に耳を傾けていました。 
 また、普代道路の舗装路面に普代道路や復興への思いを書いていただきました。 
 参加された皆様は開通の日を心待ちにしている様子でした。  
 
  



▲三陸国道事務所藤原建設監督官が 
普代道路の概要、整備効果などを説明。 

見学会の様子 

▲普代インターチェンジの利用方法に 
ついて説明を行いました。 
 

▲普代大橋からの眺望を楽しむ村民の皆様。 
高架構造なので津波時にも寸断されません。 

▲それでは、普代インターチェンジから
本線上へ向かいましょう。 

▲津波避難階段の利用方法について説明
を行いました。 

▲舗装路面に普代道路や復興への思いを
自由に書いていただきました。 

万が一の時は、 
この階段を使って
注意して避難してく
ださい。 
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